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 自製品は粘度高 く普通商品にては20-25%溶 液を紡糸に用ひナこるも自製品にては
15-18%を 適當ざせ り 20-2so/.as液 εして紡糸せんが爲粘度の低きものを添加 しナこ
るに糸の強力には好影響を與へす却て損 しナこり 樹脂を添加するも結果不良なりき
      ヴ4ス コ ー ス に 關 す る 研 究(第22軸
         ヴ イ ス コー ス の 比 粘 度 に就 て
    (1) ヴ イ ス コー ス熟 成 中 粘 度 攣 化 の 型 式
     喜 多 源 逸 岩 崎 振 一 郎 増 田 周 三
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るこミ1を認ナこり
 余等の測定結果 よりヴイスコースの熟成中粘度憂化は二つの相反封せる作用自Pち分
散作用及組織形成の雨作用の結果によるものε考 らる 稀繹する揚合は組織破壌せ ら
る〉を以てオス トワル法によるε球落下法ε一致せざる結果を與ふものなる可 し
        (II) ヴ イ ス コー ス の 流 出 速 度




           入 絹 強 度 増 進 の 一 方 法
            喜  多  源  逸
         化學研究駈講演集昭和四年第一輯63
 本報告には入絹紡糸の際Strecken以 外にReibungが 強度増進に有利なる事及び
ヴィスコース熟成の程度によりReibungを 増加し得る程度に差異あるを述ぶ。
      蠣油不飽和脂肪酸の成分に就て
                       木 村 和 三 郎
  (工業 化 學雑誌1927♪50,857,京 都大 學工 學部紀 要1929,5,1 65,)
 輔油の成分に就ては既に辻本満丸氏(」.Coll. Eng・, Tokyo, ImP. Univ・,1908
voL 4, No.2)川 瀬惣次郎氏等(日 本化學會誌,1925,42,181)等 の研究あれさ不飽
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